
                                                                                     

                                                                 

  

 

                                                                                                     

発 行 

第４９号                     群馬県生協連女性協議会  

    ２００６年 9月                               群馬県前橋市大手町3-19-3 

 

 

 

 

 

 

 

 

石坂美由紀 

 今まで「男女共同参画」という言葉を

耳にした事はあっても意味がよくわかり

ませんでした。 

 しかし、なぜ共同参

画が必要なのか、社会

的背景や現在の状況、

女性協の歴史や取り組みを知り、大変勉強になりました。 

 そして「女性も男性も自分らしく生きられる社会を次の世代に伝える」

ために、女性・男性両方の立場から話し合い、すすめる事が大切だと思い

ました。 

 

吉田寿美子 

 林会長より男女共同参画の今までの過程をお話していただき、思いを

新たにしました。 

 意識しなければあたりまえにしてきた、生活の中での行動やことばに、

思い込みの多いことに気付きました。男だから、女だから、～のくせに、

～らしくなんて普通に会話していますよね。 

 私たちの育ってきた過程でなかなか変えられないものですが、皆さん

も少し意識してみませんか。 

 男女平等ということだけでなく、老若男女それぞれの個性・能力を生

かすこと、企業も意識の改革、能力の開発をすることにより経営のアップにもつながるわけ

です。 

 男女共同参画基本法はできてもまだまだ社会はそうにはなっていない所に歯がゆさを感

じますね。 

 私自身、生協の理事をさせてもらっていることにより、自由に発言する場があり、生協と

いう場での社会参加をしていると思います。 



 

 

 

 

７月２７日、国際協同組合デー記念

交流集会が開催されました。この交流

集会は、群馬県農協中央会、群馬県生

協連、群馬県森林連、群馬県漁連で組

織するフートピア２１が主催となり、

自然とふれあい、森林や水の役割につ

いて理解を深め合おうと毎年実施され

ています。 

 今年は、「谷川岳･天神平」を会場に

開催されました。 

 

「フートピア２１交流集会に参加して」 

群馬中央医療生協 星野小夜子 

 

 天気が気になる参加者一同でしたが、おこないの良い人達だから大丈夫

と自画自賛しながら谷川岳・天神平にバス到着。皆の心が通じた登山日和。

目前に飛びこんできた壮大なパノラマ、雪渓と緑のコントラスト。 

“ワーきれい”、“すごい”の歓声と心地よい風に疲れ気味の体も心も癒さ

れ、高山植物やウグイスに後押しされながら、足どり軽く大満足のフート

ピア２１交流集会でした。 

 

「フートピア２１ 国際協同組合デー記念交流集会に参加」 

はるな生協 岸 みちよ  

 

 雨模様の前橋を出発、今回参加は、生協、

ＪＡ、森林組合と、少なめで残念でしたが、

バスの中で自己紹介。“食・農・環”の言葉を

心にとめて、気分は谷川岳へ向かっています。 

最新型のロープウェイで天神平へ、天気も回

復して周囲の山々と高山植物観察をしながら

ハイキングを楽しみ、自然の大切さと、自然

の素晴らしさを満喫し、リフレッシュ出来ま

した。全体の交流が出来れば、もっと良かった

と思われました。

 

 

「団体どうしで交流

ができればもっと

良かった・・」と語る

岸さん 

「大満足でした」と

語る星野さん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

利根保健生協 高橋ミネ 

群馬県消費生活条例が平成１８年７月

１日に施行され、第１回の懇談会が利根

沼田県民局庁舎で７月２７日に開かれま

した。従来の条例では悪質な手口やトラ

ブルへの対応が困難になり、今回改正さ

れたポイントが７項目に分けてわかりやすく説明され、その一つとして「消費者の権利を尊

重し、その自立を支援すること」が明記されました。 

 参加して感じたことの中で、高齢者が悪徳商法の悲惨な犠牲者と被害者であることに驚き、

私たちは、身を守る法律を知ることで早い解決の道が開けることを学びました。また、県民

センターから、法律・条例を少しでも知ってもらうことで被害は防げることを積極的に県民

にアピールし、理解を求めてゆくと示された懇談会でした。 

 女性協でも学習をしてゆきましょう。 

■これから開催される会場一覧

地区 　開　催　日　時 　開催場所

 中之条 9月5日 (火) 13:30～15:30  中之条合同庁舎会議棟

 渋川 9月6日 (水) 13:30～15:30  渋川合同庁舎別館

 高崎 9月13日 (水) 13:30～15:30  高崎合同庁舎

 桐生 9月14日 (木) 13:30～15:30  桐生合同庁舎

 太田 9月19日 (火) 13:30～15:30  太田合同庁舎会議用庁舎

 館林 10月19日 (木) 14:00～16:00  館林美術館講堂

写真は富岡会場 

（８月３０日） 



 

 

 

 

 北毛保健生協は、渋川市有馬で赤城山と利根川の西、榛名山

の東側に位置します。事業所は北毛病院（１５０床、内科、外

科、眼科、精神科、皮膚科、整形外科）、北毛診療所、「虹」訪

問看護ステーション、渋川市在宅介護支援センター、北毛介護

福祉センター、職員は約２３０人（パート２２名）、組合員数

１７，２８７人。 

事業活動は、４月～６月は「健康づくり、まちづくり」、７

月～９月は

「社保・平和

を学び行動する期間」です。７月は核兵器廃絶国民

平和行進、渋川市、吉岡町、榛東村の自治体交渉。

８月は原水爆禁止世界大会４名参加、平和映画会

「１リットルの涙」上映、総代班長研修会を１泊２

日（四万温泉）で開催（１２０名参加）。９月は民

商の組合員の健診と生協強化月間が始まります。そ

れぞれ各支部の組合員と職員が協力しあって地域

に根ざした生協活動をしています。 

みんなの北毛保健生協、頼りになる北毛保健生協、誇りある北毛保健生協がスローガンです。 

 

 

 

  介護保険制度のＱ&Ａ 

 シリーズ ③ 

＜群馬県べんり帳より＞ 

保険料はいくらになりますか？ また、その徴収方法は？ 

  １．第１号保険料（６５歳以上）は、その市町村の介護保険給付費の１９％を賄わなければなら

ない額が計算され、その市町村の第１号被保険者数で割ると「保険料基準額」が算定されます。

この保険料基準額をもとに被保険者の所得に応じて６段階ある保険料率を掛けることによっ

て保険料が算定されます。 

    基本的に、保険料基準額×０．５０から保険料基準額×１．５０までに６段階あり、課税対

象所得額により算定方法（掛ける数字）が変わります。 

  ２．第１号被保険者の保険料の徴収は、老齢退職年金からの天引き（特別徴収）と、個別に徴収

（普通徴収）する方法に分けられます。 

    第２号被保険者（４０歳から６４歳までの方で医療保険加入者）の保険料は全国の介護保険

給付費の３１％を賄うための「第２号被保険者一人当たりの負担見込額」を基に各医療保険者

ごとに計算され、医療保険料と一括して徴収されます。 

 

 

 

Ａ 

次回は、『サービスを受けられるのはどんなとき？』です 

次号では、渋川市生協さんをご紹介する予定です。 


